
ＣＡＤトレース技能審査（機械部門）基準細目

実 学 実 学 実 学
技 科 技 科 技 科

１ 製図一般
(1) 1 製図総則について次の理解(JIS Z 8310)

(1) 製図の目的 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 図面の基本要件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 文章の書き方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) 図面の変更 ○

２ 製図用紙のサイズ、図面様式について次の理解（JIS Z 8311、JIS Z 8114）
(1) 用紙サイズの選び方、呼び方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 表題欄 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 輪郭及び輪郭線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) 中心マーク ○ ○ ○ ○ ○ ○
(5) 方向マーク ○
(6) 比較目盛 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(7) 格子参照方式 ○ ○ ○
(8) 裁断マーク ○
(9) 印刷された製図用紙 ○

(10) 図面の折り方 ○
３ 表示の一般原則、線の基本原則について次の理解(JIS Z 8312、JIS Z 8114）

(1) 線の種類について次の理解
ア 実　線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 破　線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 点　線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エ 一点鎖線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
オ 二点鎖線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
カ 一点長鎖線 ○ ○
キ 二点長鎖線 ○ ○
ク 一点短鎖線 ○ ○
ケ 二点短鎖線 ○ ○

(2) 異なる線種を重ね合わせた場合の描き方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 線の太さ、線の要素の長さ ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) 線の表し方（線の交差、線の描き方） ○ ○ ○ ○ ○ ○
(5) 線の色 ○ ○ ○ ○ ○ ○

４ 製図に用いる文字について次の理解(JIS Z 8313)
(1) 通則(基本規則） ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 手書き製図で用いる文字について次の理解

ア ローマ字、数字及び記号 ○
イ 平仮名、片仮名及び漢字 ○
ウ ギリシャ文字 ○

(3) ＣＡＤ製図で用いる文字について次の理解
ア ローマ字、数字及び記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 平仮名、片仮名及び漢字 ○ ○ ○ ○ ○ ○

５ 製図に用いる尺度について次の理解(JIS Z 8314、JIS Z 8114)
(1) 尺度について次の理解

ア 現　尺 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 倍　尺 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 縮　尺 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(2) 尺度の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 図面への記載方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) 推奨尺度、尺度の選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(5) 尺度が大きい場合の図面の描き方 ○

６ 投影法について次の理解(JIS Z 8315、JIS Z 8114)
(1) 通則（基本規則）について次の理解

ア 投影法の定義 ○ ○ ○
イ 座標軸 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 座標平面 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(2) 正投影法の種類、投影図の配置、図記号について次の理解
ア 投影図の呼び方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 第一角法 ○ ○ ○
ウ 第三角法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エ 矢示法 ○
オ 鏡像投影 ○

(3) 軸測投影 ○ ○ ○
(4) 透視投影 ○

７ 図形の表し方の原則について次の理解(JIS Z 8316、JIS Z 8114)
　正投影法における製図の一般原則について次の理解

(1) 主投影図（正面図）の選択 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 特殊な投影図 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 部分投影図 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) 局部投影図 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(5) 線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(6) 断面の描き方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(7) 相貫部の描き方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(8) 平面部の描き方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(9) 対象部品の描き方 ○ ○ ○ ○ ○ ○

試験科目 細　　　目

製図全般に関する日本工業
規格（JIS)

初　級中　級上　級
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ＣＡＤトレース技能審査（機械部門）基準細目

実 学 実 学 実 学
技 科 技 科 技 科

試験科目 細　　　目
初　級中　級上　級

８

(1) 寸法の定義 ○ ○ ○
(2) 寸法記入、指示の原則（適用） ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 寸法を構成する要素(寸法記入要素)について次の理解

ア 寸法数値 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 寸法線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 寸法補助線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エ 引出線 ○ ○ ○ ○ ○ ○
オ 起点記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
カ 端末記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(4) 寸法の記入方法、配置について次の理解
ア 直列寸法記入法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 並列寸法記入法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 累進寸法記入法 ○ ○ ○ ○
エ 座標による寸法記入 ○ ○ ○
オ 複合寸法記入法 ○

(5) 特殊な指示方法について次の理解
ア 等間隔に配置された形体 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 繰り返し表示される形体 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 面取り及び皿座ぐりの寸法 ○ ○ ○ ○ ○ ○

９

(1) 単　位 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 長さ寸法の許容限界の記入方法について次の理解

ア 記号による方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 寸法許容差による方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 許容限界寸法による方法 ○
エ 片側許容限界寸法 ○

(3) 寸法許容差及び許容限界の記入順序 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) 組立部品の寸法許容限界の記入方法 ○ ○ ○ ○
(5) 角度寸法の許容限界の記入方法 ○ ○ ○ ○

(2) １

(1) 一般事項 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 基本要件 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 断面図について次の理解

ア 一般原則 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 組合わせによる断面図 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 多数の断面による図示 ○ ○ ○
エ 薄肉部の断面図 ○ ○

(4) 図形の省略について次の理解
ア 一般原則 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 繰り返し図形の省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 中間部分の省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(5) 特殊な図示方法について次の理解
ア ２つの面の交わり部 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 展開図示 ○ ○
ウ 加工・処理範囲の限定 ○ ○ ○ ○
エ 加工部の表示 ○

(6) 機械分野の寸法記入方法について次の理解
ア 寸法補助記号について次の理解

(ｱ) 半径の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(ｲ) 直径の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(ｳ) 球の直径、半径の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(ｴ) 正方形の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(ｵ) 厚さの表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(ｶ) 弦、円弧の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○

イ 穴の寸法の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ キー溝の表し方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エ テーパ ○ ○ ○ ○
オ 勾　配 ○ ○ ○ ○
カ 非比例寸法 ○ ○
キ その他の一般的注意事項 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(7) 照合番号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(8) 図面内容の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ ねじ及びねじ部品について次の理解(JIS B 0002-1～3)
(1) 通則について次の理解

ア ねじの実形図示 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 通常図示 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 組み立てられたねじ部品 ○ ○ ○ ○
エ 呼び方 ○ ○ ○ ○ ○ ○
オ 寸法記入 ○ ○ ○ ○ ○ ○

寸法記入方法における一般原則、特殊な指示等について次の理解
(JIS Z 8317、JIS Z 8114)

機械分野の製図に関係する
日本工業規格（JIS）

機械製図及びＣＡＤ機械製図について次の理解
(JIS B 0001、JIS B 3402、JIS Z 8114)

長さ寸法及び角度寸法の許容限界記入方法について次の理解
(JIS Z 8318、JIS Z 8114)
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実 学 実 学 実 学
技 科 技 科 技 科

試験科目 細　　　目
初　級中　級上　級

カ ねじ長さ及び止まり穴深さ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キ ねじ山の巻き方向の指示 ○ ○ ○ ○

(2) ねじインサートについいて次の理解
ア 通常図示 ○
イ 簡略図示 ○
ウ 表示及び寸法記入 ○

(3) 簡略図示方法について次の理解
ア ねじ及びナット ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 小径のねじ ○ ○ ○ ○ ○ ○

３ 歯車製図について次の理解(JIS B 0003)
(1) 部品図の要目表及び図の記入事項 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 図示方法について次の理解

ア 平歯車 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ はすば歯車 ○ ○ ○ ○
ウ やまば歯車 ○ ○
エ ねじ歯車 ○ ○
オ すぐばかさ歯車 ○ ○
カ ウォーム ○ ○ ○ ○ ○ ○
キ ウォームホイール ○ ○ ○ ○ ○ ○

(3) かみ合う歯車の簡略図 ○ ○ ○ ○ ○ ○
４ ばね製図について次の理解(JIS B 0004、JIS Z 8314)

(1) ばねの分類 ○ ○
(2) ばねの図示方法について次の理解

ア 簡略図 ○
イ 外観図 ○

５ ころがり軸受について次の理解(JIS B 0005-1、JIS B 0005-2)
(1) 基本簡略図示方法について次の理解

ア 図示方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ ハッチング ○

(2) 個別簡略図示方法について次の理解
ア 個別簡略図の要素 ○
イ 図示方法 ○

６ スプライン及びセレーションの表し方について次の理解
(1) 定　義 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(2) 図記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 呼び方の指示方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(4) スプライン継手の完全な図示方法 ○ ○
(5) 簡単な図示方法 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(6) 組立図 ○ ○ ○ ○

７ 加工方法記号についての理解(JIS B 0122) ○ ○ ○
８ 配管の簡略図示方法について次の理解(JIS B 0011)

(1) 正投影図における管等の図示方法の基本 ○ ○ ○
(2) 線の種類、太さ ○ ○ ○
(3) 寸法記入 ○ ○ ○
(4) 交差部及び接続部 ○ ○

９ 溶接記号について次の理解(JIS Z 3021)
(1) 基本記号 ○ ○
(2) 補助記号 ○ ○
(3) 溶接部の記号表示方法について次の理解

ア 説明線 ○ ○
イ 基本記号の記載方法 ○ ○
ウ 補助記号等の記載方法 ○

１０

(1) 次の用語の定義についての理解
ア 軸 ○ ○ ○
イ 穴 ○ ○ ○
ウ 寸法について次の理解

(ｱ) 基準寸法 ○ ○ ○
(ｲ) 実寸法 ○ ○ ○
(ｳ) 局部実寸法 ○ ○ ○
(ｴ) 許容限界寸法 ○ ○ ○
(ｵ) 最大許容限界寸法 ○ ○ ○
(ｶ) 最小許容限界寸法 ○ ○ ○

エ 基準線 ○ ○ ○
オ 寸法差 ○ ○ ○
カ 許容差 ○ ○ ○
キ 寸法公差 ○ ○ ○
ク すきま ○ ○ ○
ケ しめしろ ○ ○ ○
コ はめあい ○ ○ ○
サ はめあい方式 ○ ○ ○
シ 最大実体寸法 ○ ○ ○
ス 最小実体寸法 ○ ○ ○

寸法公差及びはめあいの方式（公差、寸法差及びはめあいの基礎）について
次の理解 (JIS B 0401)
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実 学 実 学 実 学
技 科 技 科 技 科

試験科目 細　　　目
初　級中　級上　級

(2)

ア 記号（公差等級、寸法許容差） ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 表示(公差域クラス、公差付き寸法、はめあい) ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 公差付き寸法の解釈 ○ ○

(3) 標準温度 ○ ○
(4) 寸法公差及びはめあいの方式の基礎について次の理解(付属書Ａ)

ア 基準寸法の区分 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 公差等級 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(5) 多く用いられるはめあい(付属書１) ○ ○ ○ ○ ○ ○
１１ 幾何偏差の定義についての理解 (JIS B 0621) ○ ○ ○
１２

(1) 定　義 ○ ○ ○
(2) 基本概念 ○ ○ ○
(3) 記号について次の理解

ア 幾何特性に用いる記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 付加記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(4) 公差記入枠 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(5) 公差付き形体 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(6) 公差域 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(7) データム ○ ○ ○ ○ ○ ○
(8) 補足事項の指示方法 ○ ○ ○ ○
(9) 理論的に正確な寸法 ○ ○ ○ ○

(10) 限定した指示 ○ ○ ○ ○
(11) 突出公差域 ○ ○ ○ ○
(12) 最大実体公差寸法 ○ ○ ○ ○
(13) 最小実体公差寸法 ○ ○ ○ ○
(14) 自由状態 ○ ○ ○ ○
(15) 幾何公差の相互関係 ○ ○ ○ ○
(16) 幾何公差の定義 ○ ○ ○ ○ ○ ○

１３

(1) 表面性状の図示記号について次の理解
ア 一般事項 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 基本図示記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 除去加工の図示記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エ 表面性状の図示記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○
オ ”部品一周の全週面”の表面性状の図示記号 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(2) 表面性状の要求事項の指示位置 ○ ○ ○ ○ ○ ○
(3) 表面性状パラメータの指示について次の理解

ア 一般事項 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ パラメータ記号の指示 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 評価長さInの指示 ○ ○
エ 許容限界値の指示 ○
オ 通過帯域及び基準長さの指示 ○
カ 許容限界値の指示 ○

(4) 加工方法又は加工関連事項の指示 ○ ○
(5) 筋目の指示 ○
(6) 削り代の指示 ○ ○
(7) 表面性状の要求事項の指示及び指示値の解釈 ○
(8) 図記号及び表面性状の要求事項の指示位置及び向きについて次の理解

ア 一般事項 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 外形線又は引出線・引出補助線に指示する場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウ 寸法線に指示する場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○
エ 幾何公差の公差記入枠に表面性状の図示記号を指示する場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○
オ 寸法補助線に指示する場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○
カ 円筒表面及び角柱表面に指示する場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○

(9) 表面性状の要求事項の簡略図示について次の理解
ア 大部分の表面性状が同じ表面性状の要求事項を持つ場合 ○ ○ ○ ○ ○ ○
イ 繰返し指示又は限られたスペースに対応する参照指示 ○

(3) CAD用語について次の理解（JIS B 3401）
１ 一般(基本事項) ○ ○ ○
２ 装置(コンピュータ、出力機器等) ○ ○ ○
３ モデリング(モデリング、演算、操作等） ○ ○ ○
４ 対話・表示(画面操作、画面表示） ○ ○ ○
５ 公的規格(データ交換のための規格) ○ ○

２ １ 次の機械加工の基礎についての理解
(1) 材料一般 ○ ○ ○
(2) 工作機械に関する基礎 ○ ○ ○
(3) 電気に関する基礎 ○ ○
(4) 油空圧制御に関する基礎 ○ ○

ＣＡＤ用語に関する日本工業
規格(JIS)

製品の幾何特性仕様(GPS)-表面性状の図示方法について次の理解
(JIS B 0031)

機械加工全般に関する基礎事
項

寸法公差、寸法許容差及びはめあいの表示と解釈（意味）について
次の理解

製品の幾何特性仕様(GPS)-幾何公差表示方式について次の理解
(JIS B 0021)
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ＣＡＤトレース技能審査（機械部門）基準細目

実 学 実 学 実 学
技 科 技 科 技 科

試験科目 細　　　目
初　級中　級上　級

２ 次の設計・加工についての理解
(1) 機械設計の基礎 ○ ○
(2) 機械工作法一般 ○ ○ ○

３ 安全衛生法についての理解 ○ ○ ○

３

(1) 機械ＣＡＤの２次元機能の操作について次の理解
１ ＣＡＤアプリケーション・ソフトの起動と終了 ○ ○ ○
２ 基本設定について次の理解

(1) 用紙設定 ○ ○ ○
(2) 印刷設定 ○ ○ ○
(3) 尺度設定 ○ ○ ○
(4) 単位設定 ○ ○ ○
(5) 座標原点設定 ○ ○ ○
(6) グリッド設定 ○ ○ ○

３ 入出力について次の理解
(1) ファイルの読込み ○ ○ ○
(2) ファイルの保存 ○ ○ ○
(3) ファイルの種類を指定して読込み ○ ○ ○
(4) ファイルの種類を指定して保存 ○ ○ ○
(5) 印　刷 ○ ○ ○

４ 図形描画について次の理解
(1) 直　線 ○ ○ ○
(2) 円・円弧 ○ ○ ○
(3) 長方形 ○ ○ ○
(4) 多角形 ○ ○ ○
(5) ハッチング ○ ○ ○
(6) 自由曲線 ○ ○ ○
(7) 基準点 ○

５ 図形編集について次の理解
(1) 移　動 ○ ○ ○
(2) 複　写 ○ ○ ○
(3) 複製（複数複写） ○ ○ ○
(4) 回　転 ○ ○ ○
(5) ミラー反転 ○ ○ ○
(6) 拡大、縮小 ○ ○ ○
(7) 変　形 ○ ○ ○
(8) 図形切断 ○ ○ ○
(9) トリミング ○ ○ ○

(10) 接　続 ○ ○ ○
(11) オフセット ○ ○ ○
(12) フィレット ○ ○ ○
(13) 面取り ○ ○ ○
６ 描画線属性の設定について次の理解

(1) 線の種類 ○ ○ ○
(2) 線の太さ ○ ○ ○
(3) 線の色 ○ ○ ○

７ 描画補助機能について次の理解
(1) グリッド ○ ○ ○
(2) 図形選択 ○ ○ ○
(3) スナップ ○ ○ ○
(4) グループ、ブロック ○ ○ ○

８ レイヤについて次の理解
(1) 新規作成 ○ ○ ○
(2) 削　除 ○ ○ ○
(3) 名称変更 ○ ○ ○
(4) 表示、非表示 ○ ○ ○

９ 文字入力 ○ ○ ○
１０ 文字設定について次の理解

(1) フォント ○ ○ ○
(2) 高　さ ○ ○ ○
(3) 色 ○ ○ ○
(4) 位　置 ○ ○ ○

１１ 寸法設定について次の理解
(1) 端末記号の形状、大きさ ○ ○ ○
(2) 寸法補助線の突出し量、オフセット ○ ○ ○
(3) 寸法数値の位置 ○ ○ ○
(4) 寸法許容限界 ○ ○ ○
(5) 桁区切りカンマ ○ ○ ○
(6) 小数点 ○ ○ ○

１２ 寸法描画について次の理解
(1) 水平・垂直方向の寸法 ○ ○ ○
(2) 斜め方向の寸法 ○ ○ ○

ＣＡＤアプリケーション・ソフトの
活用

ＣＡＤ機能の基本操作による
部品図、組立図等の作成

- 5 -



ＣＡＤトレース技能審査（機械部門）基準細目

実 学 実 学 実 学
技 科 技 科 技 科

試験科目 細　　　目
初　級中　級上　級

(3) 円・円弧寸法 ○ ○ ○
(4) 角度寸法 ○
(5) 寸法補助記号の付加 ○ ○ ○
(6) 引出線 ○ ○ ○

１３ 消去について次の理解
(1) 図形消去 ○ ○ ○
(2) 文字消去 ○ ○ ○
(3) 寸法消去 ○ ○ ○

１４ 画面コントロールについて次の理解
(1) 表示の拡大・縮小 ○ ○ ○
(2) 表示範囲移動 ○ ○ ○

(2) ＣＡＤ機能の応用操作 機能の応用操作について次の理解
１ 機械ＣＡＤの３次元機能について次の理解

(1) モデリング機能 ○ ○
(2) シェーディング機能 ○ ○
(3) レンダリング機能 ○ ○

２ プレゼンテーション機能についての理解 ○

(3) ＣＡＤの作業環境 １ 作業姿勢についての理解 ○ ○ ○
２ ＶＤＴ作業に関する安全についての理解 ○ ○
３ ＶＤＴ作業のための労働衛生上の指針についての理解 ○ ○ ○

４ ＣＡＤシステムの活用
(１) ＣＡＤの運用、管理 CADの運用・管理について次の理解

１ 利用のメリット ○ ○ ○
２ 利用の問題点 ○ ○ ○
３ ＣＡＤを用いた製図作業の分業化 ○ ○
４ データの作成・保存･読込み・運用･管理方法 ○ ○ ○
５ データ変換の種類と特徴 ○
６ ライセンス･使用許諾･セキュリティ ○ ○
７ 運用上の規則の作成 ○ ○
８ 技術動向 ○

(2) ＣＡＤシステムの構成 １ CADシステムの概要について次の理解
(1) ＣＡＤの種類 ○ ○ ○
(2) ＣＡＤシステムの利用分野 ○ ○

２ コンピュータについて次の基本的な理解
(1) ハードウェア及びソフトウェアの関係 ○ ○ ○
(2) ＯＳとアプリケーション・ソフトとの関係 ○ ○ ○
(3) ネットワーク ○ ○ ○
(4) コンピュータウイルス ○ ○

３ 機械CADシステムを構成するハードウェア及びソフトウェアについて次の理解
(1) コンピュータ本体 ○ ○ ○
(2) 入力機器（キーボード、マウス、スキャナ） ○ ○ ○
(3) 出力機器（モニタ、プリンタ、プロッタ） ○ ○ ○
(4) 記憶装置 ○ ○ ○
(5) 通信機器 ○ ○
(6) 機械ＣＡＤソフトウェア ○ ○ ○
(7) ＣＡＤ関連ソフトウェア ○

４ プログラム言語の種類と特徴についての理解 ○ ○
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